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大学の講義を体験できるチャンス！ 

ぜひ聴いてみてください。 
 

                                                 跡 見 学 園 女 子 大 学  

 

 



文学部 

人 文 学 科  

 

12：20～13：00 

2号館4階M2405教室 

天使のような 

－イタリア初期ルネサンス絵画の魅力－           准教授 剱持 あずさ 

イタリアの画家、フラ・アンジェリコが描いた《受胎告知》。イタリアンレストラン・サイゼリヤで見
たことのある方も多いでしょう。今でこそ、にぎやかなレストランに飾られ、明るく陽気な「イタリ
アらしさ」を演出するイメージになっていますが、もともとは、静寂がつつむ修道院の壁を飾っ
ていた作品です。作者がこの絵にこめた思いとは、どのようなものだったのでしょうか。 
ミケランジェロやラファエロが登場する以前の、みずみずしい初期ルネサンス絵画の魅力を味
わってみましょう。 

 

現代文化表現学科 

 

11：00～11：40 

2号館4階M2405教室 

商品化されるカルチャー／アートの境界をめぐって 

－その境界がもつ社会的意味について－             教授 佐藤 富雄 

現代社会は消費社会です。モノだけが商品として大量生産、大量消費されているのではなく、
文化作品や芸術作品もまた大量に複製され、商品として流通し消費されています。大衆文化
（ポピュラーカルチャー）だけでなく、伝統的なハイカルチャーでも同様の傾向が見られます。 
アート・ポピュラーカルチャー・サブカルチャーの境界、プロとアマの境界など、消費社会化、情
報社会化の進展に伴う様々な「境界」の変化・移動から、現代社会における文化表現の受容・
消費の意味と仕組みを考えます。 

 

コミュニケーション文化学科 

 

13：40～14：20 

2号館4階M2405教室 

コミュニケーションの中の異文化理解：日米の文化を比較して 

       教授 ネバラ ジョン 

日本の文化の本質はどこにあるでしょうか。他国の文化の本質はどこにあるでしょうか。グロ
ーバル化の中、自国と他国の文化を知ることは欠かすことができません。 
本講座は、主に日米の文化を比較して、異文化理解を深めることを目標とします。 

 

 

  



 

マネジメント学部 

マネジメント学科  

 

11：50～12：30 

2号館5階M2505教室 

アートを支援する理由                     教授 禿 あや美 

アートの制作を支援するために「文化政策」があります。なぜアートを支援しないといけないの
でしょうか？そしてAI技術の進展はアートの概念を変えてしまうのでしょうか？ 
アイドルなどの身近な文化を例に挙げながら、なぜアート支援が重要なのかを考えます。 

 

生活環境マネジメント学科 

 

13：30～14：10 

2号館5階M2505教室 

キャベツで考えるSDGｓ                    教授 安藤 生大 

キャベツは、畑で大気中の二酸化炭素を取り込んで成長します。それを食べると、取り込んだ

二酸化炭素は、人の呼吸を通して大気に戻ります。ということは、キャベツを食べても、大気中

の二酸化炭素は増えも減りもしない（ニュートラル）なのでしょうか？ 

実は、キャベツの「つくる」、「つかう」、「すてる」の一生涯（ライフサイクル）では、たくさんの燃

料や資材を使います。 

この講義では、キャベツのライフサイクルからどれだけの二酸化炭素が出てくるのか解説し、

どうしたらSDGｓ１２（つくる責任、つかう責任）を達成できるかを考えます。 

 

観光コミュニティ学部 

観光デザイン学科 

 

14：10～14：50 

2号館5階M2501教室 

地元のイベントから始まる観光×まちづくり          准教授 守屋 邦彦 

自分達が住んでいる地域の良いモノ・コトを活用して、地域を元気にできる力が「観光」にはあ

ります。地元の人々が協力・工夫しながら食のイベントを立ち上げ、地域を元気にしていった事

例を紹介しながら、観光とまちづくりの関係についてお話していきます。 

 

まちづくり学 科 
【(現)コミュニティデザイン学科】 

 

12：50～13：30 

2号館5階M2501教室 

校外学習ってどのようなことをするの              教授 矢野 峰生 

これまでのゼミ活動（矢野担当）で実施してきた校外学習の様子を紹介します。地域資源を活

用するフィールドワークの一部を新型コロナ対応前、最中、現在にわたってご覧ください。 

まちをキャンパスとする気づき等が日常生活の中にあり、そのことに興味を持って来日するイ

ンバウンドの方々の観光に結びつくことを確認しましょう。 

 

心理学部 

臨 床 心 理 学 科 

 

①11：00～11：40 

②14：10～14：50 

2号館4階M2401教室 
※①・②は同じ授業内容です。 

性格は変えられる？                        教授 阿部 洋子 

性格（パーソナリティ）は変えることができるのでしょうか？ 変えようと思ってもなかなか変えら
れないと感じることがあるかもしれませんね。先ずは性格がどうやって形成されるのかという研
究を御紹介いたします。 
親や周囲の大人との関係性の他に、きょうだい順位が関係しているという理論があります。 
御自身の経験を踏まえて考えて頂く機会になればよいと思っております。 

 


